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学
生
団
体
Ａ
Ｒ
Ｋ
主
催
の

「
サ
ー
ク
ル
合
同
説
明
会
」
が
、

６
月
18
〜
20
日
、
多
目
的
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
一
年
生
を
中
心

に
、「
何
か
を
し
た
い
」
多
く

の
学
生
で
賑
わ
っ
た
。
一
人
一

人
が
自
由
に
、
そ
し
て
熱
く
な

れ
る
場
所
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
、

と
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
企

画
、
新
学
期
の
多
忙
さ
が
落
ち

着
い
た
こ
の
時
期
に
サ
ー
ク
ル

に
入
れ
る
機
会
が
好
評
を
博
し

て
い
る
。

会
場
に
は
、
文
化
系
、
学
術

系
、
音
楽
系
、
ス
ポ
ー
ツ
系
、

趣
味
系
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
サ
ー
ク
ル
が
ブ
ー
ス
を
開

設
。「
勉
強
と
の
両
立
が
で
き

る
か
不
安
で
、
４
･
５
月
に
サ

ー
ク
ル
に
入
り
そ
び
れ
た
」(

文

１
男)

「
既
に
サ
ー
ク
ル
に
入

っ
て
い
る
が
、

他
の
サ
ー
ク
ル

も
見
て
み
た
く

て
」(

商
１
女)

訪
れ
た
学
生
は
、

各
ブ
ー
ス
を
巡

り
な
が
ら
、
サ

ー
ク
ル
員
か
ら

熱
い
説
明
を
受

け
て
い
た
。
会

場
で
も
ら
え
る

『
Ａ
Ｒ
Ｋ
サ
ー

ク
ル
特
集
号
』

も
、
約
50
の
サ

ー
ク
ル
デ
ー
タ

が
網
羅
さ
れ
た

お
役
立
ち
の
逸

品
だ
。

そ
し
て
お
楽
し
み
は
ス
テ
ー

ジ
Ｐ
Ｒ
。
ビ
ー
ト
ロ
ー
プ
の
実

演
、
学
生
Ｔ
Ｖ
局
に
よ
る
上
映
、

着
物
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な

ど
、
各
サ
ー
ク
ル
が
趣
向
を
凝

ら
し
た
演
出
で
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
の
枠
に
捉

わ
れ
な
い
自
由
な
作
品
発
表

「P
erform

ing
A
rts
W
eek

」

が
同
時
開
催
。
ア
ー
ト
作
品
と

そ
の
創
作
過
程
を
綴
っ
た
文
章

が
会
場
の
一
角
に
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
の
足
を
止
め
て
い
た
。

こ
の
「P

erform
ing

A
rts

W
eek

」
は
、
秋
に
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
た
第
二
弾
の
実
施
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

「
ゼ
ッ
タ
イ
い
け
る
！
」「
が

ん
ば
っ
て
！
」
―
―
挑
戦
者
に

向
け
ら
れ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
声
。

こ
こ
は
市
街
地
か
ら
た
っ
た
の

一
時
間
で
、
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
な

世
界
を
体
験
で
き
る
京
都
・
大

原
「
金
毘
羅
山
」。
６
月
８
日

に
行
わ
れ
た
「
フ
リ
ー
・
ク
ラ

イ
ミ
グ
＠
京
都
・
大
原
」
で
の

一
コ
マ
だ
。

＠
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
先
生
」

「
仲
間
」「
体
験
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
実
施
す
る
学
生
課
の
催
し
。

今
回
は
「
限
界
へ
の
挑
戦
」
を

テ
ー
マ
に
、
頭
脳
、
肉
体
、
五

感
の
す
べ
て
を
駆
使
し
て
、
一

見
不
可
能
と
思
わ
れ
る
課
題
に

挑
む
フ
リ
ー
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

に
挑
戦
し
た
。

フ
リ
ー
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、

人
工
的
手
段
を
一
切
使
わ
ず
、

自
分
の
手
足
だ
け
を
使
っ
て
岩

を
よ
じ
登
る
欧
米
で
発
展
し
た

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ス
タ
イ
ル
。

肉
体
を
限
界
ま
で
使
い
切
る
こ

と
か
ら
、
岩
か
ら
落
ち
る
こ
と

が
前
提
。
で
も
、
滑
り
落
ち
て

も
大
丈
夫
。
京
都
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
・
ス
ク
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
が

し
っ
か
り
ロ
ー
プ
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
。

学
生
時
代
は
探
険
部
員
で

「
こ
こ
に
は
よ
く
通
っ
た
」
と

い
う
鈴
木
博
之
教
授
（
理
工
研
）

以
外
は
、
か
つ
て
ス
キ
ー
選
手

だ
っ
た
竹
田
正
樹
文
・
助
教
授

を
は
じ
め
参
加
学
生
の
全
員
が

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
初
体
験
者
。
し

か
し
、
何
度
か
ト
ラ
イ
す
る
う

ち
に
登
り
き
れ
な
い
ま
で
も

徐
々
に
ク
リ
ア
で
き
る
部
分
が

増
え
て
い
く
の
が
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
他
の
参
加
者
が
次
々
に

ク
リ
ア
し
て
い
く
姿
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、
沸
々
と
悔
し

さ
が
込
み
上
げ
て
く
る
。
そ
し

て
、
つ
い
に
登
り
き
る
と
世
界

は
一
変
。
思
わ
ず
「
フ
ァ
イ

ト
！
イ
ッ
パ
〜
ツ
！
」
と
叫
ぶ

参
加
者
も
･
･
･

難
ル
ー
ト
に
挑
ん
だ
参
加
者

た
ち
は
「
も
う
少
し
だ
っ
た
の

に
悔
し
い
」「
腕
が
も
う
パ
ン

パ
ン
」「
明
日
は
立
て
な
い
か

も
」
と
口
々
に
話
し
、
フ
リ

ー
･
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
洗
礼
を

し
っ
か
り
受
け
た
よ
う
だ
。

簡
単
レ
シ
ピ
が
大
人
気
の
料

理
研
究
家
･
小
林
カ
ツ
代
さ
ん
。

そ
の
講
演
会
が
、
５
月
30
日
、

学
生
保
健
部
会
主
催
で
行
わ
れ
、

会
場
は「
食
」に
ま
つ
わ
る
お
も

し
ろ
ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
っ
た
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
お
馴
染
み
の

カ
ツ
代
さ
ん
を
ナ
マ
で
見
た

い
！
と
詰
め
か
け
た
約
３
百
人

の
拍
手
と
と
も
に
、
カ
ツ
代
さ

ん
登
場
。「
今
日
、
暑
い
ね
え
。

ち
ょ
っ
と
私
、
コ
レ
脱
ぐ
わ
ね
」

い
き
な
り
笑
い
を
取
り
、
聴
衆

の
心
を
掴
む
。

「
食
事
と
は
、
字
の
と
お
り
、

人
を
良
く
す
る
事
。
だ
か
ら
私

は
”フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
や
コ
ン

ビ
ニ
の
、
若
者
の
食
生
活
は
な

っ
て
い
な
い
“
と
言
う
の
は
好

き
じ
ゃ
な
い
。
食
そ
の
も
の
が

良
き
こ
と
な
ん
で
す
。
た
だ
、

不
足
し
て
い
る
も
の
は
あ
る
。

そ
れ
に
気
を
つ
け
な
い
と
」

「
炒
め
物
の
作
り
方
。
鍋
は

ガ
ン
ガ
ン
に
熱
し
、
油
を
ぴ
ゃ

ー
っ
と
入
れ
て
、
固
い
も
の
か

ら
順
に
野
菜
を
入
れ
る
。
固
い

う
ち
に
塩
を
パ
ラ
パ
ラ
。
さ
っ

さ
っ
さ
、
ち
ゃ
っ
ち
ゃ
っ
ち
ゃ

と
炒
め
る
。
醤
油
を
し
ゃ
ー
っ

と
か
け
て
、
最
後
に
お
好
み
で

ラ
ー
油
を
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
と
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
は
こ
の
擬
態
語
の
説
明

が
ダ
メ
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
こ

れ
が
大
事
。
料
理

は
リ
ズ
ム
。
自
分

の
脈
、
呼
吸
な
の
」

と
、
食
に
対
す
る

考
え
や
カ
ツ
代
流

料
理
の
極
意
を
語

っ
た
。

こ
の
他
、
キ
ャ

ベ
ツ
の
上
手
な
使

い
方
な
ど
調
理
の

豆
知
識
や
裏
技
を

伝
授
、
飼
っ
て
い
た
鶏(

シ
ロ
･

三
春
み
は
る)

の
話
、
萎
れ
か
け
た
ホ
ウ

レ
ン
草
を
蘇
ら
せ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
披
露
し
た
。
メ
モ
を

取
り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
聴
衆
に
は
、
食
を
豊
か

で
楽
し
い
も
の
に
す
る
大
き
な

参
考
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

白
杖
を
持
っ
て
歩
い
て
い
る

人
を
見
か
け
た
と
き
、
手
伝
い

た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
、

ガ
イ
ド
の
知
識
が
な
け
れ
ば
な

か
な
か
声
を
か
け
に
く
い
も
の
。

こ
の
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
、

視
覚
障
が
い
学
生
が
学
ん
で
い

る
。
そ
こ
で「
障
が
い
学
生
支
援

制
度
」に
よ
る
、
視
覚
障
が
い
者

へ
の
ガ
イ
ド
入
門
講
座
が
5
月

30
日
に
行
わ
れ
た
。

ガ
イ
ド
の
基
本
技
術
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
参
加

者
で
ペ
ア
に
な
り
、
実
際
に
ブ

ラ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ー
ク
を
体
験
し

た
。
目
隠
し
を
し
た
世
界
は
、

想
像
以
上
の
恐
怖
心
に
襲
わ
れ
、

思
わ
ず
足
が
す
く
む
。
ガ
イ
ド

す
る
側
も
初
め
は
こ
わ
ご
わ
。

肘
の
少
し
上
を
持
っ
て
も
ら
い
、

半
歩
前
を
歩
く
の
が
基
本
形
。

二
人
分
の
幅
を
意
識
し
、
速
度

は
相
手
に
合
わ
せ
、
周
囲
の
様

子
を
説
明
す
る
。
階
段
、
エ
レ

ベ
ー
タ
、
方
向
転
換
･
･
･
普

段
は
意
識
す
ら
し
な
い
こ
と
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
ガ
イ
ド
す

る
側
、
さ
れ
る
側
と
も
少
し
ず

つ
要
領
を
掴
ん
で
い
っ
た
。

「
声
を
か
け
る
の
が
か
え
っ

て
迷
惑
な
場
合
も
あ
る
の
で

は
･
･
･
」
と
い
う
参
加
者
に

対
し
て
、
講
師
は
「
視
覚
障
が

い
の
方
に
と
っ
て
、
人
の
ガ
イ

ド
ほ
ど
心
強
い
も
の
は
な
い
し
、

声
を
か
け
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ

し
い
と
思
う
。
気
軽
に
声
を
か

け
、
相
手
の
意
向
を
聞
き
な
が

ら
ガ
イ
ド
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
」
と
話
し
て

い
た
。

障
が
い
学
生
支
援
制

度
と
は
、
障
が
い
学
生
の

自
立
支
援
と
学
生
同
士
の

支
え
合
い
を
目
指
し
た
制

度
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
ア
シ
ス
タ

ン
ト
･
ス
タ
ッ
フ(

ノ
ー
ト
テ

イ
カ
ー
･
手
話
通
訳
･
パ
ソ
コ

ン
通
訳
。
講
習
会
受
講
な
ど
一

定
条
件
を
満
た
し
た
後
、
登
録)

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
ス
タ
ッ
フ

(

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
･
朗
読
･
代

筆
･
車
椅
子
介
助
な
ど)

が
あ

り
、
１
セ
メ
ス
タ
ー
ご
と
に
募

集
･
登
録
を
行
っ
て
い
る
。
問

合
せ
は
学
生
課(

京
田
辺)

ま
で
。

ス
ト
レ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

は
、ス
ト
レ
ス
に
適
切
に
対
処
し
、

心
身
を
健
康
に
保
つ
た
め
の
具

体
的
な
方
法
の
こ
と
。
そ
の
ス

ト
マ
ネ
講
習
会
が
、
６
月
４
日
、

京
田
辺
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
主
催
で
行
わ
れ
、
35
人
の

学
生
が
参
加
し
た
。

今
回
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
ペ

ア
･
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
。
筋

肉
の
緊
張
を
緩
め
る
こ
と
に
よ

る
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
だ
。
人
は
ス

ト
レ
ッ
サ
ー(

ス
ト
レ
ス
を
生
じ

さ
せ
る
刺
激)

に
よ
っ
て
、
心
身

と
も
に
影
響
を
受
け
る
。
そ
し

て
、
身
体
的
ス
ト
レ
ス
反
応
を

脳
が
認
識
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
を
増

大
さ
せ
る
…
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
そ
こ

で
、
コ
ー
ピ
ン
グ(

何
と
か
し
よ

う
と
す
る
行
動
･
対
処)

に
よ

り
ま
ず
身
体
的
ス
ト
レ
ス
反
応

を
取
り
除
き
、
脳
に
「
ス
ト
レ

ッ
サ
ー
か
ら
開
放
さ
れ
た
の

だ
」
と
認
識
さ
せ
る
の
だ
。

方
法

そ
の
も

の
は
ご

く
シ
ン

プ
ル
。
二
人
一
組
に
な
り
、
一

人
が
相
手
の
両
肩
に
手
を
置
き
、

深
呼
吸
を
促
す
。
と
こ
ろ
が
実

際
に
は
、
相
手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
与
え
な
い
手
の
置
き
方
、

声
の
か
け
方
と
い
う
の
は
な
か

な
か
難
し
い
も
の
。
し
か
し
次

第
に
コ
ツ
が
掴
め
て
く
る
と
、

身
体
か
ら
余
分
な
力
が
抜
け
、

心
が
落
ち
着
い
て
く
る
の
を
実

感
で
き
た
よ
う
だ
。

講
師
の
福
井
義
一
･
臨
床
心

理
士
に
よ
る
と
「
自
分
に
合
っ

て
い
る
の
が
よ
い
コ
ー
ピ
ン
グ
。

た
だ
、
飲
酒
な
ど
依
存
的
な
性

質
を
含
む
も
の
は
誤
っ
た
コ
ー

ピ
ン
グ
に
な
り
が
ち
。
自
分
や

他
人
に
害
を
与
え
ず
、
常
識
的

な
範
囲
に
留
ま
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
逃
げ
る
、
人
か
ら
遠
ざ
か

る
、
と
い
っ
た
方
法
で
も
構
わ

な
い
」
と
の
こ
と
。

日
頃
溜
り
が
ち
な
ス
ト
レ
ス
、

自
分
の
コ
ー
ピ
ン
グ
を
見
つ
け

て
上
手
に
対
処
し
た
い
も
の
だ
。

あでやか！ 目にも鮮やかな、いろとりどりの振袖姿。普段着る機会のない着物に、モデルさんたちもちょっぴり緊張気味!? 他に、ファスナ
ー付き簡単着物への早変わり、ジーンズ着物の披露も。サークル合同説明会「着物ファッションショー」での一こま。

キ
ャ
ベ
ツ
は
剥
か
な
い
で
ね

小
林
カ
ツ
代
さ
ん
大
い
に
語
る

この紙面は京田辺キャンパスとその周辺のトピックスで構成しています。持ち込み記事も歓迎です。キャンパス・コミュニティー形成に一役買う記事をお待ちしています。投稿希望の方はS-cubeまでご連絡ください。薄謝あり。

”自
分
の
場
所
“
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

サ
ー
ク
ル
合
同
説
明
会
を
開
催

Flash!

フ
ァ
イ
ト
！
イ
ッ
パ
〜
ツ
！

フ
リ
ー
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
体
験

知りたい 
そ こ が 

スクラ
ンブル

スクラ
ンブル

あ
な
た
の
気
持
ち
を
広
げ
ま
せ
ん
か
？

視
覚
障
が
い
の
方
へ
の
ガ
イ
ド
実
習

ス
ト
レ
ス
溜
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

ス
ト
レ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座



●
新
学
部
・
新
学
科

す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と

思
う
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度

お
さ
ら
い
し
て
お
こ
う
。
ま

ず
来
春
「
政
策
学
部
」
が
開

設
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

本
紙
第
４
号
で
既
報
の
と
お

り
、
同
学
部
の
構
成
は
、
政

策
学
科
の
一
学
科
で
、
入
学

定
員
は
、
法
・
経
済
・
商
各

学
部
の
入
学
定
員
振
替
に
よ

る
４
０
０
人
。
設
置
校
地
は

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
４

年
間
ひ
と
つ
の
校
地
で
学
ぶ

こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、05
年
春
に
は「
文
化

情
報
学
部
」を
開
設
す
る
計
画

で
あ
る
。
同
学
部
の
特
徴
は
、
自

然
科
学
的
手
法
に
よ
り「
文
化
」

を「
科
学
」す
る
文
理
融
合
型
で
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
情
報
解
析

の
方
法
を
徹
底
的
に
身
に
つ
け
、

外
国
語
の
運
用
能
力
を
十
分
に

高
め
「
理
系
に
強
い
文
系
学

生
、
文
系
の
分
か
る
理
系
学

生
」
を
育
成
す
る
見
込
み
だ
。

構
成
は
、
文
化
情
報
学
科
の
一

学
科
で
、
入
学
定
員
は
純
増
の

２
５
０
人
。
同
学
部
は
、
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
で
４
年
間
学
ぶ
こ
と

に
な
る
。

さ
ら
に
、
来
春
か
ら
は
工

学
部
に
２
つ
の
学
科
が
増
設

さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
「
情
報

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科
」。

「
そ
し
て
い
ま
ひ
と
つ
は
、

「
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
」
で
あ

る
。す

で
に
あ
る
知
識
工
学
科

に
、
来
春
の
情
報
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
学
科
、
再
来
春
の

文
化
情
報
学
部
が
加
わ
り
、

今
秋
竣
工
予
定
の
「
ロ
ー
ム

記
念
館
」「
情
報
メ
デ
ィ
ア
館
」

な
ど
の
環
境
が
整
う
こ
と
で
、

名
実
と
も
に
京
田
辺
キ
ャ
ン

パ
ス
は
情
報
系
学
問
の
メ
ッ

カ
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
る
。

●「
新
研
究
室
棟
・
教
室
棟
」

さ
て
、
文
化
情
報
学
部
の
設

置
に
伴
い
、
予
想
さ
れ
る
教
室

不
足
に
対
処
す
る
た
め
「
新
研

究
室
棟
・
教
室
棟
（
仮
称
）」

の
建
設
が
決
ま
っ
た
。

建
設
用
地
は
、
上
の
イ
ラ
ス

ト
の
と
お
り
、
現
・
キ
リ
ス
ト

教
文
化
セ
ン
タ
ー
横
の
空
き
地

を
利
用
す
る
。
建
物

の
延
べ
床
面
積
約
８
、

０
０
０
㎡
。
７
階
建

て
と
な
る
が
、
威
圧

感
を
払
拭
す
る
た
め
、

ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図

書
館
前
芝
生
に
面
し

た
部
分
は
３
階
建
て

と
な
る
見
込
み
だ
。

一
部
、
文
化
情

報
学
部
専
用
施
設
が

入
る
が
、
基
本
的
に

は
、
教
室
は
共
用
と

な
る
見
込
み
で
、
知

真
館
同
様
、
全
学
部

生
が
使
用
す
る
こ
と

に
な
る
。

●
新
聞
学
専
攻
が

「
メ
ディ
ア
学
専
攻
」に

文
学
部
教
授
会
は「
文
学
部

社
会
学
科
新
聞
学
専
攻
」
を

「
文
学
部
社
会
学
科
メ
デ
ィ
ア

学
専
攻
」に
変
更
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
名
称
変
更
の
理
由
と

し
て「
そ
の
後
の
時
代
に
お
け

る
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
と

と
も
に
、
新
聞
学
専
攻
の
教
育

研
究
内
容
が
つ
ね
に
現
代
社
会

の
動
向
を
研
究
で
き
る
よ
う

に
更
新
し
て
き
た
が
、
も
は
や

現
在
の
専
攻
の
名
称
の
ま
ま
で

は
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
」

と
い
う
こ
と
で「
メ
デ
ィ
ア
学
専

攻
」と
名
称
を
改
め
た
と
言
う
。

今
後
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の

科
目
名
も
「
新
聞
学
実
習
」

「
新
聞
学
演
習
」
な
ど
を
「
メ

デ
ィ
ア
学
実
習
」「
メ
デ
ィ
ア

学
演
習
」
に
順
次
変
更
し
て
い

く
予
定
。
04
年
４
月
１
日
か
ら

変
更
さ
れ
る
が
、
在
学
生
に
つ

い
て
は
「
新
聞
学
専
攻
」
の
ま

ま
で
変
更
は
な
い
。

●「
ロ
ー
ム
記
念
館
」

「
情
報
メ
ディ
ア
館
」

今
秋
、
新
た
な
情
報
環
境
、

教
育
の
場
と
し
て
、
創
造
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
や
高
度
な

情
報
処
理
教
育
を
行
う
施
設
が

誕
生
す
る
。

大
学
正
門
を
入
っ
て
す
ぐ
、

そ
の
全
容
を
現
し
始
め
た
「
ロ

ー
ム
記
念
館
・
大
学
情
報
メ
デ

ィ
ア
館
」
は
、
大
き
く
せ
り
出

し
た
２
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー

ム
・
フ
ロ
ア
と
４
階
の
ミ
レ
ニ

ア
ム
タ
ワ
ー
が
特
徴
的
な
「
ロ

ー
ム
記
念
館
」
と
「
情
報
メ
デ

ィ
ア
館
」
が
隣
接
し
た
複
合
施

設
で
あ
る
。
両
館
の
施
設
概
要

は
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

ロ
ー
ム
記
念
館
２
Ｆ
に
整
備

さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム

の
利
用
を
希
望
す
る
学
生
を
対

象
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公
募
が

行
わ
れ
る
予
定
で
、
７
月
中
に

説
明
会
が
開
催
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
。

「S-cube Net」は、京田辺キャンパスで自己実現に向けてガンバルあなたの応援紙です。

●
祇
園
七
夕
ま
つ
り

学
生
ス
タ
ッ
フ
募
集

京
都
･
祇
園
地
域
の
お
店
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
祇
園
祭
り
な
ど
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
時
代
装

束
屋
さ
ん
な
ど
、
ほ
ん
ま
も
ん

の
プ
ロ
と
学
生
が
結
集
し
て
旧

暦
七
夕(

８
月
６
〜
７
日)

に
新

た
な
祭
り
を
祇
園
に
創
り
出
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
祇
園
七
夕

ま
つ
り
」。
実
行
委
員
会
で
は
、

祭
り
を
作
り
上
げ
て
い
く
ス
タ

ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、
当
日
の
み

の
ス
タ
ッ
フ
、
行
列
に
参
加
す

る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
で
す
。

主
な
企
画
の
概
要(

予
定)

・
七
夕
大
行
列(

織
姫
･
彦
星

や
歴
史
を
踏
ま
え
た
巡
行)

・
本
気
な
大
人
に
よ
る
伝
統
文

化
･
歴
史
講
座

・
邦
楽
な
ど
、
伝
統
和
楽
を
中

心
に
し
た
演
奏

・
お
茶
席

・
街
角
の
華
展

・
花
灯
路
、
竹
ろ
う
そ
く
に
よ

る
道
端
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

・
和
に
関
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト

・
祇
園
地
域
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
製

説
明
会
＝
毎
週
土
曜
日
17:

00
〜

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

明
徳
館
ラ
ウ
ン
ジ

問
合
せ
＝
淺
田
雅
人(

法
４)

090-1955-5444
giontanabata@

yahoo.co.jp

●
聞
い
て
よ
！
一
休
さ
ん

こ
ば
な
し
と
エ
ッ
セ
イ
を
募
集

京
田
辺
市
観
光
協
会
で
は

「
一
休
と
ん
ち
大
賞
」
の
こ
ば

な
し
と
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
応
募
規
定
】

▽
こ
ば
な
し
の
部

「
風
刺
」や「
と
ん
ち
」を
き
か
せ

た
も
の

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
１
枚
以

内
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
は
縦
書
で
、

一
行
20
字
×
20
行
以
内
。

▽
エ
ッ
セ
イ
の
部

一
休
さ
ん
に
聞
か
せ
た
い
愉
快

な
話
や
困
っ
た
話
、
ち
ょ
っ
と

い
い
話
な
ど

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
以

内
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
は
縦
書
で
、

一
行
20
字
×
40
行
以
内
。

▽
こ
ば
な
し
・
エ
ッ
セ
イ
共
通

表
紙
に
作
品
タ
イ
ト
ル
･
住

所
･
氏
名
･
年
齢
･
職
業
･
電

話
番
号
･
応
募
部
門
･
ど
の
よ

う
に
し
て
「
一
休
と
ん
ち
大
賞
」

を
知
っ
た
か
を
明
記
。
未
発
表

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
こ
と
。

応
募
作
品
は
返
却
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
賞
･
賞
金
】

(

こ
ば
な
し
・
エ
ッ
セ
イ
共
通)

知
事
賞(

１
編)

･
･
･
10
万
円

市
長
賞(

１
編)

･
･
･
５
万
円

観
光
協
会
長
賞(

２
〜
３
編)

･
･
･
１
万
円

締
切
り
＝
７
月
31
日
(木)

当
日
消
印
有
効

応
募
･
問
合
せ
先
＝
京
田
辺
市

観
光
案
内
所
　
〒
６
１
０
‐
０

３
３
４
京
田
辺
市
田
辺
中
央
四

丁
目
３-

３
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル
内

TE
L:0774- 68-2810

●
第
６
回
ピ
ー
ス
ム
ー
ビ
ー
メ
ン
ト

上
映
会
＆
監
督
ト
ー
ク

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
元
・
慰
安

婦
マ
ル
デ
ィ
エ
ム
さ
ん
の
過
酷

な
人
生
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
の
上
映
と
、
監
督
に
よ

る
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
＝
７
月
５
日

第
一
部
　
18:

30
〜

ビ
デ
オ
上
映
『M

ardiyem

彼
女
の
人
生
に
起
き
た
こ
と
』

第
二
部
　
20:

30
〜

海
南
友
子
監
督
ト
ー
ク

場
所
＝
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京

都
　
第
３
講
義
室

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
北
西
、
京
都
中
央

郵
便
局
西
隣

問
合
せ
＝

075-702-5135(

春
山)

●
海
を
見
下
ろ
す
み
か
ん
園

さ
と
ボ
ラ
in
ま
い
づ
る

さ
と
ボ
ラ
と
は
、
農
山
村
の

水
路
や
農
道
、
水
田
や
畑
の
維

持
管
理
保
全
活
動
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
。
海
を
見
下
ろ

す
み
か
ん
園
の
農
作
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
さ
と
ボ
ラ
in
ま
い
づ

る
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
夕

食
は
渚
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
農

家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
す
。

他
に
も
、
摘
果
み
か
ん
の
ジ
ュ

ー
ス
加
工
、
自
由
時
間
に
は
海

水
浴
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

日
程
＝
８
月
１
〜
２
日

（
１
泊
２
日
）

募
集
人
数
＝
30
人(

先
着
順)

対
象
者
＝
草
刈
り
等
の
作
業
が

で
き
る
小
学
５
年
生
以
上

募
集
期
間
＝
〜
７
月
10
日(

必

着)自
己
負
担
金
＝
６
千
８
百
円

(

１
泊
４
食)

申
込
方
法
＝
申
込
書(

Ｓ-

ｃ
ｕ

ｂ
ｅ
に
あ
り)

に
記
入
の
上
、
郵

送
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

申
込
み
･
問
合
せ
＝
〒
６
０

２
‐
８
５
７
０
上
京
区
下
立
売

通
新
町
西
入
藪
ノ
内
町
　
京
都

府
農
林
水
産
部
耕
地
課
農
村
整

備
係
　TE

L:075-414-5051

●
夏
休
み
に
向
け
て
！

大
学
生
協
の
語
学
留
学
＆

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
相
談
会

毎
年
多
く
の
学
生
が
参
加
し

て
い
る
、
大
学
生
協
を
通
じ
て

の
海
外
語
学
留
学
＆
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
。「
も
っ
と
詳
し
い
内
容

が
知
り
た
い
」「
海
外
は
初
め

て
、
一
人
で
参
加
す
る
の
は
不

安
」
な
ど
、
出
発
ま
で
の
不
安

や
疑
問
に
、
海
外
語
学
学
校
の

プ
ロ
が
答
え
る
相
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
夏
休
み
中
の
計
画

は
も
ち
ろ
ん
、
秋
か
ら
の
長
期

留
学
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

な
ど
に
関
す
る
相
談
も
受
付
け

ま
す
。

日
時
＝
７
月
４
日
(金)

13:

15
〜
17:

00

(

時
間
内
随
時)

場
所
＝
紫
苑
館
２
階

ス
ペ
ー
ス
プ
ラ
ザ

問
合
せ
＝
生
協
旅
行
カ
ウ
ン
タ
ー

TEL:0774-65-8376

●
カ
レ
ッ
ジ
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
＆

Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｅ
Ｌ-

Ｉ
Ｔ
Ｐ

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ(

Ｉ
Ｐ)

、
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｅ

Ｌ-

Ｉ
Ｔ
Ｐ
が
受
験
で
き
ま
す
。

検
定
料
も
、
公
開
テ
ス
ト
に
比

べ
て
格
段
に
お
得
。
こ
の
機
会

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ(

Ｉ
Ｐ)

試
験
日
時
＝
７
月
12
日
(土)

13:

00
〜
15:

30

場
所
＝
Ｋ
Ｄ
２
０
４

検
定
料
＝
３
８
０
０
円

［第9号］ 2

オ
フ
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

あなたはどこまで同志社通？

キャンパス最新ガイド
ローム記念館が７月いよいよ竣工する。９月下旬のグラン

ド・オープンに向け、今、具体的な運営方法についての議論
が活発だ。７月中には、第１回の公募プロジェクトの学生向け
説明会が開催される予定だ。

また、本紙既報のとおり、05年度に「文化」を「科学」する
文理融合型学部「文化情報学部」が京田辺キャンパスに設置
される予定だが、学生増による教室不足を解消するため「新
研究室棟・教室棟（仮称）」の建設がこのほど決定した。

一方、来春開校される予定の法科大学院の概要は、各大学
同士の駆け引きもあり、なかなか全容が見えなかったが、よ
うやくここにきて本学法科大学院の学費額も決まってきた。

続々と発表される大学の新たな展開に目が回りそうな勢
いだが、ここで一度、京田辺生に関わりのありそうな大学の
最新情報をチェックしておこう。

●
法
科
大
学
院
の
学
費
決
定

法
科
大
学
院
設
置
に
あ
た
っ

て
、
各
大
学
の
学
費
を
め
ぐ
る

駆
け
引
き
が
続
い
て
い
る
が
、

こ
の
ほ
ど
本
学
法
科
大
学
院
の

学
費
が
、
左
表
の
と
お
り
決
定

し
た
。
各
大
学
１
５
０
〜
２
０

０
万
円
と
言
わ
れ
る
中
に
あ
っ

て
、
本
学
の
場
合
２
年
目
以
降

は
、
１
６
０
万
円
程
度
に
抑
え

ら
れ
て
お
り
、
良
心
的
な
学
費

額
と
言
え
そ
う
だ
。

今
後
は
、
各
大
学
が
ど
の
程

度
の
奨
学
金
を
用
意
で
き
る
か
、

と
い
う
点
に
興
味
が
移
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
現
時
点
で
、

日
本
育
英
会
が
法
科
大
学
院
向

け
の
奨
学
金
を
検
討
し
て
い
る

と
の
情
報
も
あ
り
、
今
後
、
慎

重
に
検
討
を
続
け
て
い
く
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。

● 法科大学院学費額 ● 

(1) 授業料、教育充実費については、各 ２々分の１を春学期 
 学費および秋学期学費とする。 
(2) 学内進学者の入学金については2分の１とする。 
(3) 所定の修業年限を超えて在籍した場合の学費は、直前 
 年次の学費を適用する。 
(4) 休学を許可された者の学費は休学在籍料を適用する。 

2004年度入学生 

第1年次 第2年次 第3年次 

（単位：円） 

２５０,０００ 

１,３７９,０００ １,４５１,０００ １,４５１,０００ 

１,７７８,０００ 

１,０１４,０００ 

１,６０８,０００ １,６０８,０００ 

１４９,０００ １５７,０００ １５７,０００ 

入  学  金 

授  業  料 

教育充実費 

計 

入学手続時 
納入学費 

●「ローム記念館」施設概要●
４階 ミレニアムタワー
３階 コラボレーションルーム・セミナールーム
２階 プロジェクトルーム・フリースぺース
１階 オープンカフェ・フリースペース・事務室
G階 オープンテラス・メディアラウンジ・メディア工房・スタジオ

●「情報メディア館」施設概要●
４階 遠隔講義室・教室
３階 情報対応教室
２階 情報対応教室
１階 オープン利用・情報道場・事務室

●プロジェクト公募●
ローム記念館2階のプロジェクトルームを活用したプロジェクト
のうち、学生公募のプロジェクトを募集します。詳しい公募要項
等は7月初旬頃、開設予定のローム記念館ホームページ等でお知
らせします。

●プロジェクト公募説明会の開催●
日時未定。7月下旬に第１回公募プロジェクトの説明会を京田辺
キャンパスで開催する予定です。決定次第、大学ホームページ等
に掲載してお知らせします。

●問合せ先●

ローム記念館事務室(事務局)
京田辺校地総務課

電話：0774-65-7010
E-mail: jt-somu@mail.doshisha.ac.jp

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
説
明
会
を

開
催
致
し
ま
す
。

〈
第
5
回：

京
田
辺
〉

７
月
１
日
（火）
１２：

３０
〜

K
D
2
0
2

〈
第
6
回：

今
出
川
〉

７
月
１３
日
（日）
１１：

００
〜

Ｓ
2
2

秋学期って 
いつから来ればいいの･･･ 

Q

A
?

京田辺キャンパスでは、９月２２日（月）に成績通知書
配付（神・文・法・経・商学部の２００３・２００２年度生、工
学部全年度生）。その後、語学などのA日程登録が順
次始まります。講義開始は、９月２９日（月）から!

(土)



定
員
＝
１
５
０
名

(

達
し
次
第
締
切
り)

申
込
み
＝
生
協
書
籍
部

※
ス
コ
ア
シ
ー
ト
の
み
、
認
定

書
は
出
ま
せ
ん
。

▽
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｅ
Ｌ-

Ｉ
Ｔ
Ｐ

試
験
日
時
＝
９
月
20
日
(土)

12:

30
〜

場
所
＝
Ｔ
Ｃ
２-

２
０
３

検
定
料
＝
３
０
０
０
円

申
込
み
＝
生
協
書
籍
部

７
月
１
日
(火)
〜
９
月
12
日
(金)

●
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
優
雅
に

サ
マ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

混
雑
す
る
食
堂
の
喧
騒
か
ら

離
れ
、

ラ
ン
チ

タ
イ
ム

を
優
雅

に
過
ご

し
ま
せ

ん
か
？

多
目
的
ホ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ジ
で
、

音
楽
系
サ
ー
ク
ル
が
日
替
わ
り

演
奏
を
行
い
ま
す
。
気
軽
な
コ

ン
サ
ー
ト
に
、
ふ
ら
っ
と
足
を

運
ん
で
み
て
は
？

７
月
１
日：

軽
音
楽
部

２
日：

同
志
社
ゴ
ス
ペ
ル
ク

ワ
イ
ア
ーJoyful-Joyful

３
日：

同
志
社
交
響
楽
団

４
日：

ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル

“O
ne
Voices... ”

時
間
は
す
べ
て
、
12:

30
〜

●
サ
ー
ク
ル
の
団
体
登
録
受
付

学
友
会
で
は
、
サ
ー
ク
ル
団

体
の
新
規
登
録
を
受
付
け
ま
す
。

登
録
し
た
団
体
は
、
大
学
の
教

室
･
会
議
室
が
利
用
で
き
る
な

ど
、
一
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
説
明
会
＝

７
月
８
日
(火)
19:

00
〜

新
町
学
生
会
館
５
４
０
会
議
室

※
説
明
会
場
で
登
録
書
類
を
配

布
。
ま
た
、
説
明
会
に
参
加

し
な
け
れ
ば
登
録
で
き
ま
せ

ん
。

書
類
受
付
＝

７
月
９
日
(水)
〜
12
日
(土)

9:

00
〜
17:

00

(

12
日
は
、
9:

00
〜
12:

00)

新
町
学
生
会
館
学
友
会
管
理
部

登
録
発
表
＝

７
月
16
日
(水)
12:

00
〜

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
西
門

学
友
会
掲
示
板

任
意
団
体
総
会
＝

７
月
16
日
(水)
19:

00
〜

新
町
学
生
会
館
５
４
０
会
議
室

※
任
意
団
体
証
を
配
付

●
下
宿
生
注
目
！

来
春
の
マ
ン
シ
ョ
ン
予
約
受
付

来
春
の
マ
ン
シ
ョ
ン
予
約
受

付
会
が
生
協
下
宿
カ
ウ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
す
。
一
人
一
予
約

の
み
の
受
付
で
す
。
事
前
に
生

協
下
宿
カ
ウ
ン
タ
ー
で
要
相
談
。

日
時
＝
７
月
７
日
(月)
10:

00
〜

場
所
＝
生
協
下
宿
カ
ウ
ン
タ
ー

問
合
せ
＝0774-65-8377

●
個
人
情
報
の
問
合
せ
に
は

慎
重
に
対
応
を
！

最
近
、
同
志
社
大
学
の
学
生

課
職
員
と
偽
っ
た
者
か
ら
の
電

話
が
自
宅
や
下
宿
先
に
か
か
り
、

携
帯
電
話
番
号
を
し
つ
こ
く
聞

か
れ
た
と
の
届
出
が
相
次
い
で

い
ま
す
。「
住
所
変
更
確
認
の

た
め
」
と
の
名
目
で
電
話
を
か

け
、
携
帯
電
話
番
号
を
聞
き
だ

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

大
学
が
在
学
生
の
住
所
変
更

を
確
認
す
る
場
合
は
、
書
面
で

行
う
の
が
原
則
で
す
。
ま
た
、

自
宅
や
下
宿
先
の
連
絡
先
が
登

録
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
目
的
も
な
く
携
帯
電
話
番

号
を
把
握
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

前
述
の
よ
う
な
場
合
に
限
ら

ず
、
身
分
や
所
在
が
明
確
で
な

い
相
手
に
対
し
て
は
安
易
に
個

人
情
報
を
教
え
ず
、
慎
重
に
対

応
し
て
く
だ
さ
い
。
少
し
で
も

「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
、

先
方
の
連
絡
先
を
確
認
し
た
う

え
で
「
こ
ち
ら
か
ら
か
け
直
す
」

と
い
っ
た
ん
電
話
を
切
る
等
、

冷
静
な
判
断
と
毅
然
と
し
た
態

度
で
の
対
応
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

不
審
な
電
話
を
受
け
た
場
合

あ
る
い
は
被
害
に
あ
っ
た
場
合

に
は
、
学
生
課
ま
で
ご
報
告
・

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
虚
偽
行

為
を
行
っ
て
い
る
者
が
判
明
し

た
場
合
に
は
、
法
的
措
置
を
含

め
た
対
応
を
と
る
こ
と
を
併
せ

て
周
知
い
た
し
ま
す
。（学

生
部
）

2
0
0
0
年
４
月
、
カ
ナ
ダ

で
１
ヶ
月
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
受
け
た
後
、
北
磁
極
を
ス
キ

ー
と
ソ
リ
で
出
発
、
南
極
点
を

目
指
し
た
。「P

ole
to
P
ole

2000

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
た
の
は
７
カ
国
８
人
の
若
者

た
ち
。
ケ
ン
カ
を
し
た
り
、
こ

こ
で
は
言
え
な
い
よ
う
な
こ
と

も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
こ
の

仲
間
た
ち
と
と
も
に
ゴ
ー
ル
へ

と
進
ん
で
い
っ
た
。

北
極
と
南
極
の
違
い
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
白
ク
マ
の
存
在
。

檻
の
な
い
と
こ
ろ
で
白
ク
マ
と

対
峙
し
た
の
は
、
本
当
に
怖
い

経
験
だ
っ
た
。
深
夜
、
寝
て
い

る
と
き
に
白
ク
マ
が
現
れ
、
３

〜
４
ｍ
の
距
離
ま
で
接
近
。
空

に
向
か
っ
て
ラ
イ
フ
ル
を
撃
ち
、

白
ク
マ
を
立
ち
去
ら
せ
る
の
だ

が
、
そ
の
時
と
て
も
不
思
議
な

感
覚
に
襲
わ
れ
た
。
昔
は
人
間

と
動
物
は
喋
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
環

境
の
下
で
生
き
、
お
互
い
に
恐

れ
、
尊
敬
し
あ
っ
て
い
た
。
現

代
は
、
人
間
が
動
物
や
自
然
を

支
配
し
よ
う
と
す
る
技
術
を
身

に
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
地
球
上
に
は
人
間
と
動

物
、
自
然
と
の
本
来
の
関
係
が

保
た
れ
て
い
る
場
所
が
ま
だ
残

っ
て
い
て
、
北
極
は
そ
の
ひ
と

つ
だ
と
、
こ
の
時
感
じ
た
の
だ
。

北
極
か
ら
北
米
を
縦
断
し
、

中
米
か
ら
南
米
に
か
け
て
、
パ

ナ
マ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
エ
ク
ア

ド
ル
へ
と
抜
け
る
の
に
は
細
心

の
注
意
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
の

地
帯
は
麻
薬
の
密
輸
ル
ー
ト
に

な
っ
て
お
り
、
世
界
で
も
最
悪

の
治
安
。
結
局
、
ヨ
ッ
ト
と
い

う
手
段
を
取
っ
た
。
北
極
や
南

極
で
の
肉
体
的
な
厳
し
さ
と
は

異
な
る
キ
ツ
さ
だ
っ
た
。

ペ
ル
ー
を
通
っ
た
と
き
に
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、
マ
ヤ
の
人

た
ち
の
服
装
。
カ
ラ
フ
ル
な
民

族
衣
装
を
身
に
着
け
て
い
る
。

マ
ヤ
に
限
ら
ず
、
世
界
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
･
民
族
の
衣
装

が
あ
る
。
世
界
は
多
様
な
の
だ
。

言
語
、
価
値
観
、
文
化
。
自
分

が
常
識
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の

は
、
途
方
も
な
く
多
様
な
中
の

た
っ
た
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。

違
う
も
の
が
あ
っ
て
当
然
だ
し
、

自
分
と
異
な
る
も
の
に
寛
容
に

な
れ
れ
ば
･
･
･
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
た
。

風
の
大
地
パ
タ
ゴ
ニ
ア
を
過

ぎ
、
長
い
天
候
待
ち
を
経
て
、

2
0
0
0
年
12
月
31
日
、
南
極

点
に
到
達
し
た
。
元
旦
を
迎
え
、

P
ole
to
P
ole

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
解
散
と
な
っ
た
が
、
そ
の
ま

ま
帰
る
の
は
勿
体
な
く
て
、
ひ

と
り
南
極
に
残
り
、
南
極
大
陸

最
高
峰
ビ
ン
ソ
ン
マ
ッ
シ
フ
に

登
っ
た
。
そ
の
後
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
に
戻
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
帰

る
の
が
惜
し
く
な
り
、
南
米
最

高
峰
ア
コ
ン
カ
グ
ア
に
も
登
頂
。

赤
土
の
広
が
る
大
地
は
、
南
極

の
白
い
風
景
と
対
照
的
で
、
と

て
も
新
鮮
に
感
じ
た
。
実
は
こ

の
と
き
、
南
極
で
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
ば
か
り
食
べ
て
い
た
た
め
虫

歯
に
な
り
、
痛
み
止
め
を
飲
み

す
ぎ
て
体
調
は
最
悪
だ
っ
た

(

笑)

。そう
し
て
、
約
一
年
ぶ
り
に

日
本
に
戻
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら

２
ヵ
月
後
に
は
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

へ
と
旅
立
つ
こ
と
に
な
る
。

宇
宙
に
一
番
近
い
場
所
、

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
登
っ
て
下

り
て
く
る
に
は
約
２
ヶ
月
か
か

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
間
の
食

料
を
持
っ
て
登
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
標
高
６
４
０
０
ｍ
の

ア
ド
バ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
・
キ
ャ

ン
プ
ま
で
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を

組
み
、
ヤ
ク
と
い
う
牛
の
一
種

が
荷
物
を
運
ん
で
く
れ
る
が
、

そ
れ
よ
り
先
は
自
力
で
運
ぶ
こ

と
に
な
る
。

高
所
登
山
は
、
人
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
隊
を
組
ん
で
い
る
と
い
っ

て
も
ひ
と
り
に
な
る
こ
と
が
よ

く
あ
る
。
幸
せ
だ
と
感
じ
る
の

は
、
そ
ん
な
と
き
。
ち
ょ
っ
と

転
げ
落
ち
れ
ば
死
ん
で
し
ま
う

よ
う
な
場
所
に
ひ
と
り
で
い
る

と
き
、「
こ
ん
な
す
ご
い
と
こ

ろ
に
い
る
ん
だ
！
」
と
う
れ
し

く
な
る
。

標
高
８
５
０
０
ｍ
ま
で
登
る

と
、
星
が
大
き
く
見
え
、
宇
宙

へ
近
づ
い
た
の
だ
と
実
感
す
る
。

空
が
紫
色
に
発
光
し
て
い
る
の

だ
。
そ
の
よ
う
に
順
調
に
歩
を

進
め
て
い
る
中
、
遺
体
と
遭
遇

し
た
。
99
年
の
ド
イ
ツ
隊
員
の

遺
体
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
本

当
に
怖
く
、
足
が
す
く
ん
だ
。

順
調
だ
っ
た
歩
み
が
、
知
ら
ず

知
ら
ず
遅
く
な
っ
た
。

頂
上
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
到
達
す

る
最
後
の
難
所
も
、
や
は
り
怖

か
っ
た
。「
死
ん
じ
ゃ
い
け
な

い
、
死
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
」
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、

一
歩
一
歩
歩
み
を
進
め
た
。

自
然
と
同
化
し
て
生
き
る
知

恵
・
技
術
を
身
に
つ
け
た
い

現
在
修
行
中
な
の
が
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
の
伝
統
航
海
術
。
コ

ン
パ
ス
な
ど
の
器
具
を
一
切
用

い
ず
、
太
陽
、
星
、
風
、
鳥
な

ど
あ
ら
ゆ
る
自
然
現
象
を
頼
り

に
航
海
を
進
め
る
技
術
だ
。
こ

れ
は
、
ア
フ
リ
カ
で
生
ま
れ
た

人
類
が
拡
散
し
て
い
く
中
で
習

得
し
て
き
た
技
術
。
カ
ー
ナ
ビ

や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
は
ま
っ
た
く
対
照

的
だ
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
･
サ
タ

ワ
ル
島
の
マ
ウ
･
ピ
ア
イ
ル
グ

師
に
師
事
し
て
い
る
が
、
習
得

に
は
あ
と
20
年
か
か
る
と
思
っ

て
い
る
。

伝
統
航
海
術
の
み
な
ら
ず
、

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
人
々
の
暮
ら

し
は
、
我
々
が
こ
れ
か
ら
進
む

べ
き
方
向
性
を
考
え
る
上
で
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
も
の
。
彼
ら
は

限
ら
れ
た
資
源
を
や
り
く
り
し
、

楽
な
方
に
流
さ
れ
る
の
で
な
く
、

欲
望
を
律
し
て
生
活
し
て
い
る
。

表
面
上
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
で
は
な

く
、
自
ら
も
自
然
の
サ
イ
ク
ル

の
一
部
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

自
然
の
中
で
生
き
る
知
恵
や

技
術
、
す
な
わ
ち
人
間
と
し
て

の
本
来
の
強
さ
を
求
め
て
、
こ

れ
か
ら
も
世
界
を
旅
し
、
先
住

民
の
暮
ら
し
か
ら
学
び
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

（
談
）

(

６
月
23
日
／
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ア
ワ

ー
「
石
川
直
樹
講
演
会
･
地
球
を

旅
す
る
」よ
り)

本
学
在
学
生
の
田
中
佑
弥
さ

ん(

法
２)

が
、
デ
ビ
ュ
ー
ア
ル

バ
ム
「Flow

erofpeace

」
を

リ
リ
ー
ス
し
た
。
一
昨
年
秋
、

大
阪
市
が
音
楽
文
化
の
活
性
化

の
た
め
市
立
芸
術
創
造
館
を
拠

点
に
推
進
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
キ
ミ
ノ
オ
ト
５
０
０
」

に
応
募
し
、
見
事
入
賞
を
果
た

し
た
の
だ
。
収
録
曲
全
14
曲
は

す
べ
て
、
彼
自
身
の
作
曲
･
編

曲
に
よ
る
も
の
。
本
人
の
ピ
ア

ノ
演
奏
を
中
心
に
、
弦
楽
四
重

奏
、
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
が

奏
で
る
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
は
、

時
に
や
さ
し
く
、
時
に
切
な
く
、

聴
く
者
の
胸
に
響
く
。

田
中
さ
ん
が
作
曲
を
始
め
た

の
は
13
歳
の
と
き
。
作
曲
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ピ
ア
ノ

の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
始
め
た
が
、

音
楽
や
作
曲
に
つ
い
て
の
特
別

な
勉
強
は
し
て
い
な
い
と
い
う
。

「
中
学
の
頃
、
普
通
に
バ
ン

ド
を
始
め
ま
し
た
が
、
自
分
が

前
に
出
る
こ
と
よ
り
も
作
曲
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
興
味
が
あ
っ

た
。
た
ま
た
ま
楽
器
店
で
『
き

み
も
作
曲
が
で
き
る
』
と
い
う

本
を
見
つ
け
、
そ
の
と
お
り
や

っ
て
み
た
ら
、
で
き
ま
し
た
。」

「
大
学
進
学
の
時
、
音
大
に

進
も
う
か
と
も
考
え
た
が
、
高

校
時
代
の
英
国
留
学
の
経
験
か

ら
考
え
、
や
め
ま
し
た
。
作
曲

の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
み
た
の
で

す
が
、
あ
ま
り
役
立
た
な
か
っ
た
。

僕
に
と
っ
て
作
曲
と
は
教
え
て

も
ら
う
も
の
で
は
な
い
と
わ
か

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
す
べ
て

を
音
楽
一
本
に
し
て
し
ま
う
必

要
も
な
い
。
音
楽
を
や
り
な
が

ら
も
、
様
々
な
こ
と
を
学
び
た

か
っ
た
。
そ
れ
で
、
政
治
学
科
に

入
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

音
楽
と
政
治
学
科
で
の
勉
強

双
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

あ
と
、
で
き
れ
ば
も
う
一
枚
Ｃ

Ｄ
を
出
し
た
い
で
す
ね
。」

そ
う
語
る
彼
、
現
在
２
つ
の

企
画
を
進
め
て
い
る
。
ひ
と
つ

は
、
今
年
４
月
に
就
任
し
た
大

阪
府
立
プ
ラ
ネ
ッ
ト
･
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
し
て
企
画
す
る
「
民
族
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
　
Ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｄ

Ｂ
ｏ
ｗ
ｌ
」。
日
本
の
／
大
阪

の
多
様
な
文
化
を
楽
し
も
う
と

い
う
催
し
で
、
現
在
、
出
演
者

を
募
集
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、「
９
･
11

peace

コ
ン
サ
ー
ト
」。
コ
ン
サ

ー
ト
で
の
ピ
ア
ノ
演
奏
の
他
、

出
原
政
雄
･
本
学
法
学
部
教
授

と
舞
台
演
出
家
の
岩
崎
正
裕
氏

を
迎
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
、

９
･
11
以
降
の
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
。

い
ず
れ
の
企
画
も
、
興
味
の

あ
る
人
は
、
田
中
さ
ん
ま
で
ぜ

ひ
連
絡
を
。＊

＊
＊

●
民
族
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

Ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｄ

Ｂ
ｏ
ｗ
ｌ

日
時
＝
８
月
24
日
(日)

１３:

30
、17:

00
開
演

出
演
者
募
集

条
件
は
、
民
族
音
楽
で
あ
る
こ

と
、
の
み
。
演
奏
時
間
は
一
組

20
分
〜
一
時
間
ま
で
。

●
９
・
11peace

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
９
月
11
日
(木)

19:

00
開
場
19:

30
開
演

一
部:

コ
ン
サ
ー
ト

二
部:

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

場
所
＝
島
之
内
教
会(

地
下
鉄
長

堀
橋
駅
７
番
出
口
徒
歩
５
分)

問
合
せ
＝
田
中
佑
弥

090

‐3713

‐3538
tanakayouya@

yahoo.co.jp

２００３年７月１日発行　S-cube Net ─学生支援センター 月刊キャンパス情報─ 「S-cube Net」は、講義期間中の毎月（4,5,6,7,10,11,12月）発行です。［第9号］ 3

S-cu
b
e Sem

in
a
r

●
こ
の
欄
で
は
自
己
啓
発
に
つ
な
が
る
諸
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

北極点から南極点までを人力で踏破する「Pole to Pole 2000」プロジェク
ト、世界７大陸最高峰登頂、伝統航海術との出会い、ミクロネシアでの自給自
足生活･･･数々の挑戦を続ける石川直樹氏。昨年早稲田大学を卒業したば
かりの同世代の冒険家だ。その石川氏の講演会を、学生団体･ナチュラルプ
ログラム実行委員会が企画、アッセンブリーアワーとして開催された。多目的
ホールに集まった聴衆は、約250人。会場には、一般の人の姿も多数見られた。 
その聴衆を前に、豊富なスライドやビデオを交えながら、自らの冒険の軌跡
が語られた。 

人間本来の「強さ」を求めて 
冒険家・石川直樹の挑戦 

 

この紙面は自己啓発につながる諸活動を紹介しています。異文化体験・資格取得・インターンシップ・ボランティア等、投稿希望の方はS-cubeまでご連絡ください。薄謝あり。

こ
の
人
！
at
京
田
辺

田
中
佑
弥
さ
ん(

法
２)

Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー

生
協
で
発
売
中
！

北
極
点
か
ら
南
極
点
へ

夏休み、大学って開いてるの･･･ 

※１ ９/１６以降、土曜日も営業。  
※２ ８/１～９/１５の土日祝、９/１６～２３の日祝も１０：３０～１８：００にて営業。 
 ただし、毎週月曜日および８/３、８/１２～１８は休業。 
 ８/１２･１３･１７･１８は、使用開始１週間前までに厚生課への予約申込により食事提供。  
※３ ９/２０は、１０：３０～１３：３０。  

１３：００～１６：００　料金／１人１回３００円　　★学生証を持参してください。 

ハイ、開いてます。でも、普段とは時間が変わるのでご注意を。 

紫苑館生協食堂 

京田辺校地教務事務室 
工学部・工学研究科事務室 
学生支援センター 
学生課・厚生課・総務課 

図書館　開架閲覧室 
★個々のサービス利用時間は、 

http://www.doshisha.ac.jp/
gakujo/kaikan/kyukou03h.html  
を参照 

8/1～9/15
月～金 ９：００～１１：３０ 
 １２：３０～１６：００ 
土・日・祝 　 休　務 

8/1～9/15
月～金 ９：００～１６：００ 
土・日・祝 　 休　館 

9/16～28
月～金 ９：００～１７：００ 
　土 ９：００～１２：００ 
 日・祝 　 休　館 

★２９～ 平常どおり 

9/16～ 
月～金 ９：００～１１：３０ 
 １２：３０～１７：００ 
　土 ９：００～１２：００ 
 日・祝 　 休　務 

１１：００～１９：００ 

グラナダ １０：３０～１４：００ 

周口軒・安曇野 １１：００～１４：００ 

オリンピア １１：００～１８：００※２ 

購買･書籍･プレイガイド･メディアショップ １０：３０～１５：３０※３ 

事務室・図書館の利用 利用日： 下記参照 〈８/９～１７は一斉休暇〉 

プール開放 利用日： 8/1～29〈８/１１～１５ 及び 土・日を除く〉 

食堂・生協営業時間 営業日： 8/1～9/23〈土･日･祝※１ 及び ８/９～１７は休業〉 
★ ９/２４～２８は未定、９/２９～平常営業 

Q
A

?

（
予
定
）



●
秋
期
奨
学
金
奨
学
生
募
集

同
志
社
大
学
奨
学
金(

授
業

料
相
当
額
の
１
／
２
を
給
付)

、

同
志
社
大
学
貸
与
奨
学
金(

授
業

料
相
当
額
の
１
／
２
ま
た
は
授

業
料
相
当
額
を
無
利
息
貸
与)

、

日
本
育
英
会
奨
学
金(

志
望
登

録)

の
募
集
が
行
わ
れ
ま
す
。
出

願
書
類
配
布
･
受
付
の
日
程
に

十
分
注
意
を
！

出
願
書
類
配
布
＝

７
月
４
日
(金)
〜

厚
生
課
奨
学
係(

両
校
地)

出
願
書
類
受
付
＝

京
田
辺：

９
月
29
日
、
30
日

9:

30
〜
11:

00
、

13:

00
〜
16:

30

Ｔ
Ｃ
２-

２
０
３

今
出
川:

10
月
１
日
、
２
日

9:

30
〜
11:

00
、

13:

00
〜
15:

30

17:

00
〜
19:

00

弘
風
館
地
下
３
番
教
室

●
手
話
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

学
生
ス
タ
ッ
フ
募
集

昨
年
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
「
京
都
手
話
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
、
今

年
は
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
ま
す
。「
手
話
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
手
話
を

使
っ
て
聴
覚
障
が
い
者
や
健
聴

者
が
思
い
を
述
べ
る
コ
ン
テ
ス

ト
で
す
。
手
話
が
で
き
る
人
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、

手
話
を
知
ら
な
い
人
で
も
で
き

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

【
第
17
回
京
都
手
話
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
概
要
】

実
施
日
＝
11
月
２
日
(日)

場
所
＝
多
目
的
ホ
ー
ル

主
な
内
容
＝
チ
ラ
シ
作
り
、
情

宣
、
会
場
準
備
、
手
話
で
の
案

内
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

募
集
人
数
＝
20
名
程
度

＊
手
話
の
学
習
も
行
い
ま
す
の

で
、
手
話
を
知
ら
な
い
人
で

も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ッ
フ
希
望
者
は
、７
月
４

日
(金)
ま
で
に
、
学
生
課(

京
田
辺

TE
L:0774- 65-7410)

ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
今
出
川
―
京
田
辺
巡
回
展
！

『
ア
メ
リ
カ
の
中
の

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
展
』

海
を
渡
っ
た
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん

が
、
ス
シ
を
食
べ
食
べ
、
メ
ジ

ャ
ー
リ
ー
グ
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
!?

普
段
の
生
活
で
は
、
最
善
を

尽
く
さ
ず
と
も
何
と
か
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
が
習
慣
化
す
る
と
、
そ

の
人
の
持
っ
て
い
る
活
力
や
好

奇
心
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
萎
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
り
、
新
た
な
世
界
を
自
分

の
中
に
築
こ
う
と
し
た
時
、
目

の
前
の
現
実
に
真
正
面
か
ら

向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
れ
を
学
生
生
活
に
生
か
そ
う

と
い
う
の
が
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

今
回
、
訪
れ
る
場
所
は
、
和

歌
山
県
の
熊
野
川
町
。
そ
の
昔

「
蟻
の
熊
野
詣
」と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
隆
盛
を
極
め
た
熊
野
古
道
。

そ
の
魅
力
は
、
年
間
降
水
量
日

本
一
と
い
う
豊
か
で
清
ら
か
な

水
と
千
変
万
化
の
気
象
条
件

が
織
り
成
す
豊
か
な
自
然
環
境

に
あ
り
ま
す
。
作
務
の
後
は
、

質
素
な
が
ら
四
季
折
々
の
旬
の

食
材
を
生
か
し
た
料
理
に
舌
鼓

を
う
ち
な
が
ら
、
チ
ロ
チ
ロ
と

息
づ
く
囲
炉
裏
の
火
を
囲
ん
で

の
楽
し
い
語
ら
い
も
…
。

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
木
、

水
、
土
、
火
な
ど
リ
ア
ル
な
も

の
、
頭
で
は
な
く
、
自
分
の
手

で
触
れ
た
り
、
肌
で
感
じ
た
り

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

コ
ン
セ
プ
ト

古
道
歩
き
、
滝
巡
礼
を
軸
に
、

協
同
作
業
を
通
じ
て
、
自
然
や

他
者
と
の
関
係
性
を
見
直
し
、

元
気
の
源
に
気
づ
く
機
会
を
提

供
し
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド

心
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
、
自
然

と
の
一
体
感
、
生
命
の
実
感
、へ

こ
た
れ
る
自
分
、
元
気
に
な
る

自
分
、
癒
し
、
没
頭
、
や
り
抜
く

こ
と
、
自
信
、
仲
間
、
助
け
合
う
、

本
音
、
出
会
い＊

＊
＊

日
程
＝
９
月
１５
日

（月）
〜

１９
日

（金）
４
泊
５
日

実
施
場
所
＝
「
山
学
林
」

和
歌
山
県
熊
野
川
町

募
集
人
数
＝
15
名

（
一
･
二
年
次
生
優
先
受
付
）

参
加
費
＝
一
万
円
（
宿
泊
費
、

食
費
①
夕
②
朝
昼
夕
③
朝
昼
夕

④
朝
昼
夕
⑤
朝
昼
、
船
代
、
入

湯
料
を
含
む
）
別
途
、
Ｊ
Ｒ
運

賃
が
必
要
で
す
。（
往
復
で
一

万
五
千
円
程
度
）

申
込
受
付
＝
申
込
金
持
参
の
上
、

７
月
31
日
ま
で
に
Ｓ-

ｃ
ｕ
ｂ

ｅ
（
嗣
業
館
１
階
）
へ
。

問
合
せ
＝
Ｓ-

ｃ
ｕ
ｂ
ｅ

TE
L:0774- 65-7021

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
は
キ
ュ
ー
ト

じ
ゃ
な
く
っ
て
ク
ー
ル
？
☆

ア
メ
リ
カ
で
も
ア
ニ
メ
フ
ァ

ン
は
「
オ
タ
ク
」
？
☆
「
イ
チ

ロ
ー
ル
」
な
ん
て
ス
シ
が
あ
る

っ
て
？
☆
ア
メ
リ
カ
で
は
、
醤

油
の
こ
と
はK

IK
K
O
M
A
N

？

☆
モ
ー
娘
。
フ
ァ
ン
っ
て
ア
メ

リ
カ
に
も
い
る
の
？
…

ア
メ
リ
カ
研
究
科
主
催
の
”来

て
、
見
て
、
感
じ
て
、
味
わ
え
る
、

ポ
ッ
プ
な
展
覧
会

“
が
京
田
辺

に
や
っ
て
来
ま
す
。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

ガ
ー
グ
ッ
ズ
、
英
語
版
コ
ミ
ッ
ク
ス
、

ア
メ
リ
カ
版
少
年
ジ
ャ
ン
プ
、ア
メ

リ
カ
限
定
キ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
な
ど
の

展
示
、
吹
替
え
ア
ニ
メ
上
映etc.

の
他
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ロ
ー
ル
を

チ
ョ
コ
ッ
と
味
見
で
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
８
日
〜
10
日

10:

00
〜
16:

00

※
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ロ
ー
ル
試

食
は
、
７
月
９
日
12
時
頃
。

先
着
１
０
０
名
様
！

会
場
＝
多
目
的
ホ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ジ

ま
た
、
７
月
４
、
５
日
に
今

出
川
で
開
催
さ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
日
本
文
化
』
も
チ
ェ
ッ

ク
！
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
や
ス
シ
を

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
検
証
し
ま
す
。

詳
細
は
、http://w

w
w
.doshi

sha.ac.jp/kyouiku/am
eri_k

a/ak_info.htm
l

に
て
。

［第9号］ 4

S-cube
学生支援センターはStudent
Support Services Center。
Sが３つでS-cube。「エス・キ
ューブ」と呼んでください。

２００３年７月１日発行　S-cube Net ─学生支援センター 月刊キャンパス情報─ 「S-cube Net」は、講義期間中の毎月（4,5,6,7,10,11,12月）発行です。

7
S-cube Net

July
Calendar

Sun. Mon. Tue. Wed. Thu. Fri. Sat.

1615 17 18 19

20 21 2322 24 25

S-cube Net編集室による 

京田辺キャンパス催しもの 

実施状況です。 

掲載希望は、毎月15日までに 

S-cube Netまでご連絡を！ 

Tel. 0774-65-7021
jt-shien@mail.doshisha.ac.jp

多目的ホール 多 

恵道館 KD

ラウンジ棟 L

紫苑館 S

キリスト教 
文化センター 

CC

「S-cube Calender」「Check It Out!」は京田辺キャンパスおよびその周辺で行われる催しもの紹介欄です。掲載を希望する方は、発行前月の15日までに学生支援センターまでご連絡ください。 

CC

期間内試験・ 
レポート試験掲示 

講義最終日 春学期末試験開始 

春学期末試験終了 
 
エンパワー熊野申込み〆切 

祇園祭山鉾巡行 

サークル団体登録説明会 

サークル団体登録発表・総会 

祇園祭宵山 

奨学金出願書類配布開始 
：厚生課 
13:15-17:00 
語学留学＆ホームスティ相談会 
：紫苑館2F

1

28

109

2

11 12

14

7

27

8

自治会選挙投票　　知真館ピロティ・キャプテンクック前　　10:30～17:00　（４日のみ15:00まで） 

アメリカの中の『ＪＡＰＡＮ』展　　多目的ホールラウンジ　10:00～16:00

補 講 期 間 

12:30—　サマーラウンジコンサート： 

13

3 4 5

6

26

29 30 31

※色つき日は、ぴあメンター相談日です!

12:30-13:30
S-cube所長相談 

12:30–第5回ロースクール 
説明会：　　202

12:30-13:30
S-cube所長相談 

12:30-13:30
S-cube所長相談 

12:30-13:30
S-cube所長相談 

16:45-18:15 
技術職公務員ガイダンス：　　203 

TOEFL-ITPテスト申込み開始 
（～9/12）：生協書籍部 

軽音楽部 ｺﾞｽﾍﾟﾙｸﾜｲｱｰJoyful-Joyful 同志社交響楽団 “One Voices…” 

多 

多 

10:45–チャペルアワー 
岡本知之・ 
大和キリスト教会牧師： 

CC

10:45–チャペルアワー 
小林よう子・箕面教会牧師 
： 

13:00-15:30 
TOEIC(IP)テスト：　  204 
 

13:00-16:00  
LOVE&FREE 
前期定期演奏会：  
 

サークル団体登録書類受付 
（～/12まで） 

10:00– 
下宿（来春）予約受付会 
：生協下宿カウンター 

KD

KD

手話スピーチコンテスト 
応募〆切：学生課 

KD

Attention!
法科大学院適性試験 
●出願期間／７月１日（火）～７日（月） 
工学部事務室で要項配付。 

※本学ロースクール受験者はこの適性試験を 
　受験していることが必須となります。 

キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

エ
ン
パ
ワ
ー
熊
野

「選ぶ」という事がとても大変な時代に
なってきているように思います。選択肢
は多いが、色々な事に制約され、もしか
すると、本当の意味での能動的に「選ぶ」
事が出来る人は少ないかもしれません。
現在、五学部自治会統一選挙が、知真

館ピロティ、キャプテンクック前（田辺）、
明徳館前（今出川）で行われています。ま
だ、投票を済ませていない方は、投票会
場へお急ぎください。
学生証一枚で一分とかかりません。投

票期間は７月４日１５時迄です。あと数日で
すが、休み時間、また、昼休みでもお待
ちしています。
自治会とは、各学部の全学生によって

構成され
る自治組
織です。自
治員は各１５名で構成され、学生の視点か
ら「大学」という場を考え、学部生から意
見を集め、大学当局に伝え、実現してい
くための組織です。
自治会選挙に投票していただくこと

は、これから学生生活を送る上でとても
役に立っていきます。まだ投票をされて
いない方は必ず投票して下さい。

五学部自治会
統一選挙管理委員会

委員長　桑原広光

備前に続く
第二弾！

Ｓ-

ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

自治会選挙に忘れず投票を！

学生生活の達人に聞こう！
S-cubeのぴあメンター制度

学生生活を設計する時、身近な先輩ほど参考になる例はありません。そこでS-
cubeでは、４年生、大学院生が１･２年生の相談に応じる「ぴあメンター」制度
を実施しています。ぴあメンターとは、先輩の立場から、自らの経験を踏まえて
後輩の相談に応じる一種の学生相談員です。
場所＝学生支援センター内　要領＝直接来室。予約不要。

●杉岡秀紀（総合政策１）
1日（火）･8日（火）･15日（火）
15:00～16:30

・経済学部･郡嶌ゼミ出身
・地域通貨「きゅう」研究会代表
・関西合同交流プロジェクト発起人
・「京都府南部地域における学生による政
策･ビジネスコンテスト」最優秀賞受賞

・京田辺市役所、天王寺区のお寺劇場「應典
院」でインターン勤務を経験

その他、学内外のイベントを多数アレンジ、バ
ンド活動など、「まちづくり」「ボランティア」「べ
ンチャー」をキーワードに、多方面で活動。

●永尾年史（商４）
1日（火）13:00～15:00
7日（月）15:00～17:00
8日（火）13:30～15:00

私はAO入試で合格し、結構個性が強いと
思います(?)田辺キャンパスがとても好きで、
いまだに田辺で体育を取ったりしています。
同女単位互換生、コンソーシアムのインター
ンシップ参加、旅行業務主任資格取得の経験
から、大学の活用法や資格取得とダブルスク
ールについてアドバイスできます。大学は入
学してからが本当に大変だと思います。特に
同志社は「自由」という校風のなか、自分で
行動を起こさないまま４年間を無駄にしてし
まう恐れもあります。そこで、少しでも悩ん
でいる後輩の皆さんの手助けができれば嬉し
いです。

●堀口奈央（法･法律４）
3日（木）･10日（木）
13:30～15:30
「今しかできないことを、してますか？」

サークルにバイトに恋にと遊んでばかり
の１回生時代。しかしこれで４年間過ごし
てよいものかと不安になり、２回生の夏に
サマープログラム・ドイツ語に参加。これ
は私の大学生活を決める体験となる。帰国
後は、京大生とともに、学生のアイデアを
競うコンテストのスタッフとして、京大と
田辺の往復の日々。３回生の夏には、再び
ドイツへ。１ヶ月間ボランティアをし、帰
国後は就活をしたものの、教師の道へを諦
めきれず、目下挑戦中。

●横井斗南（経４）
9日（水）･16日（水）･23日（水）
15:00～17:00
「ひとつの大学で完結しないキャンパスライフ」

2回生の時に早稲田へ交換留学しました。
そして、その時に出会った仲間とサークル
を立ち上げ、今も月に一度、東京でのミーテ
ィングに参加しています。またコンソーシ
アムの授業で知り合った仲間ともよく遊び
ます。田辺キャンパスに通っていると、地
理的な制約もあり、大学生活が田辺と家の
往復だけでまとまりがちですが、後輩の皆
さんには、そういった枠を飛び出していけ
るような人になってほしいと同時に、自分
がそのきっかけになれたらと考えています。

7月の達人たち

「コト」を起こす
ノウハウ！

単位互換
資格取得

インターンシップ！

国際ボランティア
教職！

早稲田交換留学！

ホンモノ・キティーちゃん
飼い主、求む！

６月２５日、機械研究会の部室前に生
まれたての子猫が捨てられていまし
た。まだ眼は開いておらず、へその
緒もついたまま。名前は「アルミ」と
「テツ」。現在、機械研は９月のフォー
ミュラー・カー日本大会出場のため、
急ピッチで車両製作を進めており、
育てる余裕がありません。沢口
（090-4496-1521）まで連絡お
待ちしています。


